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研究実績 

の概要 

 本研究の目的は，犯罪・非行からの立ち直りにおける日本の特性を明らかにするため

の，基礎的研究を行うことであった。浜井(2009)や国際犯罪被害調査が示すように，日

本は国際的にみても犯罪被害が少ない。その要因については諸外国の犯罪学者からの注

目も高く，日本の犯罪ケースを国際比較の土壌に載せることは学術的に意義のあること

である。 

 本研究は，犯罪・非行からの立ち直りを扱う。犯罪・非行からの立ち直りとは，再犯

の発生を防ぐ要因を明らかにする研究でもある。本研究を通して，犯罪者および非行少

年が社会に包摂されていくプロセスを明らかにし，日本の犯罪被害を予防する要因の一

つを，仮説的に示すことを目指す。 

 本研究では諸外国の犯罪研究の最新の動向を把握するため，バルカン・クリミノロジ

ー主催の犯罪学セミナーに参加した。具体的な方法としては，2018年10月21日から26日

の間に行われた「バルカン・クリミノロジー」集中コース(1週間)への参加を行った。な

お，コースのプログラムは以下のとおりである。 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

 表１：受講した「バルカン・クリミノロジー」集中コースのプログラム 

 

本コースはMax Planck Institute for Foreign and International Criminal LawとZagreb Faculty 

of Law - University of Zagreb/Croatiaの共催にて行われる犯罪学セミナーであり，ザグレブ

大学学生・院生を中心とする若手研究者や，ルーマニア政府機関やクロアチアの保護観察

所，ヨーロッパ国際犯罪予防機関に従事する専門職などが参加した。 

 本コースに参加したことで日本では研究が薄い分野や領域に関する調査研究手法を学

び，また諸外国の刑事司法制度を理解することができた。とりわけ被害者学(Victimology)

に関する研究の蓄積は浅く，日本の特性や国際比較の土壌に載せる際に調査研究が不完全

であることが明らかとなった。 

さらに，英語を主言語とするセミナーであったため，コースに参加したことで英語での

研究発表能力を養い，国際学会で登壇・議論をするための基礎能力を養うことができた。 

 今後の課題としてはセミナーでの経験を踏まえて，Victimologyの視点等を取り入れた

研究成果を上げ，英語での学術論文投稿および国際学会での学会報告を行うことであ

る。 
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